
MIZOKUCHI

広報
COMMUNICATION

&
INFORMATION

主なわだい

金婚式・敬老会

まちのわだい

JISマーク表示制度の改正

国民年金・じんけんの詩
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９月２６日、溝口町農村広場におい

て日光地区の町民運動会が開催され

ました。選手は周囲の声援に応えな

がら心地よい汗を流していました。
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溝
口
町
最
後
と
な
る
金
婚
式
・
敬
老
会

が
九
月
十
七
日
に
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、

各
地
区
か
ら
お
よ
そ
五
百
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
結
婚
五
十
年
を
祝
う
金
婚
式
に
は
、
町

内
で
二
十
一
組
の
ご
夫
婦
が
該
当
し
て
お
り
、

参
加
さ
れ
た
ご
夫
婦
を
代
表
し
て
、
添
谷

の
本
庄
章
・
春
子
さ
ん
夫
婦
が
、
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
住
田
町
長

か
ら
九
十
五
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
敬
老
者
を
代
表
し
て
、

栃
原
の
中
島
行
雄
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
太
鼓
や
踊
り
、
唄
な
ど
の
演

芸
が
披
露
さ
れ
、
特
に
溝
口
保
育
所
園
児

に
よ
る
「
元
気
体
操
」
や
「
き
よ
し
の
ド

ド
ン
パ
」
の
可
愛
ら
し
い
踊
り
に
な
る
と
、

園
児
た
ち
に
手
を
振
っ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
「
毎
年
、
こ
の
会
へ

の
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
」
「
久

し
ぶ
り
に
友
達
と
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　平成16年9月1日現在

●総人口　5,252人

●65歳以上人口　1,765人

●高齢化率　33.6％

人　口
データ

95歳以上の長寿の方（数え年）

荻　野　晃　子さん（谷　　川）102歳
和　泉　かめよさん（二部中央）101歳
岡　村　密　江さん（二部第二）100歳
山　下　よしのさん（長　　山）100歳
天　場　み　つさん（二部第三） 99歳
坂　田　なみ子さん（荘　　二） 99歳
米　田　松　子さん（長　　山） 98歳
長谷川　ま　ささん（富　　江） 98歳
門　脇　松　枝さん（二部第三） 97歳
岡　田　君　江さん（長　　山） 97歳
林　原　中　枝さん（溝口文教区） 97歳
松　原　浪　子さん（白　　水） 97歳
前　田　芳次郎さん（大 平 原） 97歳
長　田　良　子さん（荘　　三） 97歳
景　山　福　江さん（金 屋 谷） 97歳
篠　田　利　代さん（長　　山） 97歳
中　村　よし子さん（大　　坂） 97歳
佐　藤　良　子さん（長　　山） 96歳
米　原　と　らさん（三部二区2） 96歳
田　村　夏　代さん（間　　地） 96歳
松　本　ミツ子さん（金 屋 谷） 96歳
瀬　尾　みちよさん（中　　祖） 95歳
住　田　喜代子さん（大　　倉） 95歳
大　江　瀧　江さん（宮　　原） 95歳
井　桁　きわよさん（福岡三区） 95歳
影　山　光　志さん（船　　越） 95歳
仲　村　　　昌さん（下　　代） 95歳
蘆　立　みつえさん（宮　　原） 95歳
椿　　　波　子さん（溝 口 二） 95歳

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

▼

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
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皇
室
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
に
献
穀
す
る
た
め
、

五
月
か
ら
粟
の
栽
培
を
し
て
き
た
中
祖
の
瀬
尾
雄

一
さ
ん
の
畑
で
、
収
穫
感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日
に
播
種
を
行
い
、
順
調
に
育
っ

て
き
た
粟
で
す
が
、
鳥
害
対
策
や
風
害
対
策
な
ど

に
注
意
を
し
な
が
ら
育
て
、
九
月
十
四
日
に
収
穫

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
、
自
然
乾
燥
さ
せ
脱
穀
、
精
白
し
た
後
に

選
別
を
行
い
、
新
嘗
祭
に
献
上
す
る
予
定
で
す
。
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＊
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　９月２６日、日光公民館できのこ鑑定会が行わ

れました。きのこの種類は、日本だけでも５，０

００～６，０００種あるとされている中で、現在

までに命名されているきのこは約２，０００種程

度です。今回、正しい知識を身に付け、きのこ中

毒にならないためにこの会が開催されました。参

加者は、様々なきのこを前にして真剣に講師の説

明を聞いていました。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十
一
日
か

ら
は
じ
ま
り
、
溝
口
警
察
署
管
内
に
お
い
て
も
、

Ａ
コ
ー
プ
み
ぞ
く
ち
駐
車
場
で
街
頭
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
岸
本
・
江
府
・
溝
口
町
の
交
通
安

全
母
の
会
や
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
指
導
員

な
ど
の
関
係
者
が
多
数
集
ま
り
、
国
道
一
八
一
号

を
通
る
車
輌
に
チ
ラ
シ
と
梨
を
渡
し
な
が
ら
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
乾
電
池
や
電
球
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
ま
た
、
自
転
車
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
使
う
お
し
ゃ
ぶ
り
な
ど
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
つ
い
た
製
品
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
製
品
は
、
工
業
標
準
化

法
に
基
づ
い
て
国
が
定
め
た
鉱
工
業
品
の
規
格
を
満
た
し
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
を
、

よ
り
多
く
の
製
品
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表
示
制
度
が
改
正
さ

れ
ま
す
。

■関連ホームページ　　経済産業省「基準認証・知的基盤」 http://www.meti.go.jp/policy/standards_conformity/index.html
　　　　　　　　　　　日本工業標準調査会　http://www.jisc.go.jp/
　　　　　　　　　　　（財）日本規格協会　http://www.jsa.or.jp/

■
社
会
生
活
に
必
要
な
安
心
・
信
頼
を
確
保

　
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（Jap

an
ese

In
d

u
strial

Standards

）
」
は
、
鉱
工
業
品
の
寸
法
や
品
質
、

性
能
、
安
全
性
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
確
認
す

る
試
験
方
法
な
ど
を
定
め
る
「
日
本
工
業
規
格
」

の
通
称
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
規
格
を
満
た

し
て
造
ら
れ
て
い
る
製
品
に
付
け
ら
れ
る
の

が
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
」
で
す
。

　
例
え
ば
乾
電
池
の
場
合
、
乾
電
池
の
寸
法

や
性
能
、
安
全
性
、
寿
命
、
そ
し
て
、
そ
の

試
験
や
検
査
方
法
な
ど
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
製
品

規
格
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
た
乾
電
池
は
、
こ

れ
ら
の
規
格
を
す
べ
て
満
た
し
た
製
品
で
あ
り
、

安
心
・
信
頼
し
て
使
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乾
電
池
に
は
、
こ
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
基

づ
い
て
単
１
、
単
２
な
ど
の
種
類
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
目
覚
ま
し
時
計
の

乾
電
池
を
交
換
す
る
場
合
、
時
計
に
「
単
１

乾
電
池
使
用
」
と
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
同

様
に
単
１
の
乾
電
池
に
買
い
換
え
れ
ば
よ
い

こ
と
が
、
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
は
、
消
費
者

や
製
品
を
取
り
扱
う
業
者
が
、
安
心
し
て
商

品
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
大
切
な
制
度

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
製
品
規
格
や

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
は
、
建
築
材
料
や
鉄
鋼
製
品
、

自
動
車
部
品
、
精
密
機
械
な
ど
、
幅
広
い
製

品
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
も
っ
と
広
が
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
〜
工
業
標

　
準
化
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
作
成
・
整
備
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク

の
表
示
制
度
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
基
づ
く
試
験
証
明

制
度
な
ど
を
定
め
て
い
る
「
工
業
標
準
化
法
」

が
、
平
成
十
六
年
六
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

工
業
標
準
化
法
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
製
品
規
格
に

適
合
し
た
製
品
を
造
る
こ
と
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ

ー
ク
を
表
示
す
る
こ
と
を
国
が
義
務
付
け
て

い
る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
が
選
択
で
き
る

任
意
の
制
度
で
す
。
今
回
の
法
律
改
正
で
は
、

主
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表
示
制
度
に
つ
い
て
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表
示
制
度
」
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
製
品
規
格
を
満
た
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
表
示
を
認
め
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表

示
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
定
し
た
製
品

に
限
っ
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
表
示
を
認
め
て

い
た
「
指
定
商
品
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
、
Ｊ

Ｉ
Ｓ
の
製
品
規
格
の
あ
る
す
べ
て
の
製
品
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
が
表
示
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
、
今
後
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
が
表
示
で
き
る
製
品
が
よ
り

広
が
っ
て
行
く
制
度
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
、
事
業
者
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー

ク
を
表
示
す
る
た
め
に
は
、
国
か
ら
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

事
業
者
は
、
国
が
国
際
的
な
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
国
に
登
録
を
し
た
「
認

証
機
関
」
を
通
じ
て
認
証
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
登
録
認
証
機
関
に
対
し
て

は
国
に
よ
り
、
定
期
的
に
厳
格
な
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー

ク
表
示
制
度
そ
の
も
の
の
信
頼
性
が
確
保
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
認
証
機
関
か
ら
認
証
を
受
け

て
い
な
い
事
業
者
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
表

示
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
業
者

が
自
ら
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
適
合
し
て
い

る
旨
の
表
示
を
す
る
こ
と
が
自
由
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
表
示
制
度
の
改
正

▲大切に育ててきた粟を収穫する瀬尾さん夫婦

▲真剣に講師の話を聞き、メモを取る参加者たち

▲

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
参
加
者

より多くの安全と安心へより多くの安全と安心へ
ＪＩＳマーク認定ＪＩＳマーク認定・表示制度が変わります表示制度が変わります

より多くの安全と安心へ
ＪＩＳマーク認定・表示制度が変わります

１．「指定商品制度」の廃止により、ＪＩＳマーク
　　の対象製品が広がります。

　平成17年10月以降は、国が指定した鉱工業品以外
の製品にも、新しいＪｌＳマークが表示されるよう
になります。

　（注）平成17年10月以前に指定商品であって、かつ、Ｊ
ｌＳマークの表示を認められていた事業者については、経
過措置期間の3年間（平成20年9月末）、現行のＪＩＳマー
クの表示をすることができます。

２．新ＪＩＳマークは、国が登録した認証機関から
　　認証を受けた事業者が表示します。

　国に登録した認証機関から認証を受けた事業者は、
平成17年10月以降に新しいＪＩＳマークを表示する
こととなります。

３．現行のＪＩＳマークも新しいＪＩＳマークも、
　　ともに法律に定められた制度により、ＪＩＳの
　　製品規格に適合した製品に限り表示が許される
　　マークです。

　（注）現行のＪＩＳマーク、新しいＪＩＳマークは、こ
れを表示するかどうか事業者が選択できる制度ですが、国
または国に登録した認証機関の認証を受けずに、事業者が
自らＪＩＳの製品規格への適合を確認しただけでは、現行
ＪＩＳマークや新しいＪＩＳマークを表示することは禁止
されています。
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准看護師
溝口町長山
152-1
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�
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溝
口
町
短
歌
同
好
会
（
順
不
同
）

庭
に
咲
く
も
み
ぢ
葵
は
ひ
と
日
花
深
紅
の
姿
カ
メ
ラ

に
を
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
文
枝

ゆ
く
夏
を
惜
し
む
が
に
咲
く
ニ
ラ
の
花
茎
高
く
伸
び

夕
日
に
映
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
郁
子

白
き
カ
ー
テ
ン
ゆ
れ
る
窓
辺
を
見
つ
め
つ
つ
胃
の
検

診
の
液
を
ふ
ふ
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
美
知
代

わ
が
描
き
し
佛
画
数
点
何
よ
り
の
土
産
と
喜
ぶ
遠
来

し
友
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
賀
　
俊
夫

生
ゴ
ミ
の
コ
ン
ポ
の
下
を
掘
り
て
待
つ
小
狸
よ
も
う

山
に
帰
れ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
勝
美

筆
ペ
ン
で
描
い
た
や
う
な
三
日
月
に
我
は
魅
せ
ら
れ

長
く
佇
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
恭
子

孫
等
来
て
大
山
の
高
原
見
め
ぐ
り
て
豊
か
な
水
の
岸

辺
に
憩
ひ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
沢
　
正
子

厨
べ
に
洗
ひ
伏
せ
お
く
鍋
の
尻
き
ら
き
ら
と
朝
の
日

に
か
が
や
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
和
栄

「
バ
ー
チ
ャ
ン
」
と
声
張
り
上
げ
て
は
し
ゃ
ぐ
孫
よ

ち
よ
ち
歩
き
は
ね
て
尻
つ
く
　
　
　
　
大
松
　
稔
明

小
野
小
町
の
五
輪
塔
と
云
は
る
る
前
に
来
て
「
わ
が

身
よ
に
ふ
る
」
歌
を
思
へ
り
　
　
　
　
片
岡
　
妙
子

処
分
せ
む
と
決
め
し
衣
類
の
大
袋
休
耕
田
の
刈
草
で

焼
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
東
公
子

台
風
の
明
日
来
る
と
云
ふ
テ
レ
ビ
清
ら
に
咲
け
り
木

槿
の
花
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
立
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
川
柳
同
好
会
（
順
不
同
）

月
仰
ぎ
人
の
証
が
詩
情
湧
く
　
　
　
　
小
西
　
鈴
枝

十
五
夜
へ
語
り
つ
き
な
い
夜
が
ふ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
千
代
美

手
を
握
る
ロ
マ
ン
の
散
歩
月
明
り
　
　
毎
田
　
信
雄

満
月
へ
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
で
風
に
触
れ
　
住
田
公
美
枝

満
月
と
一
諸
に
す
ご
す
秋
夜
な
が
　
　
藤
山
　
弘
子

月
明
り
頼
り
稲
刈
り
し
た
昔
　
　
　
　
奥
田
　
豊
枝

名
月
へ
盃
か
さ
ね
語
る
宵
　
　
　
　
　
橋
谷
　
静
江

満
月
へ
充
電
し
よ
う
心
の
灯
　
　
　
　
小
飼
　
和
代

仲
秋
の
名
月
虫
も
声
高
く
　
　
　
　
　
白
川
　
久
子

満
月
に
花
回
廊
は
絵
の
よ
う
だ
　
　
　
山
本
　
正
光

月
影
へ
亡
夫
の
面
影
浮
き
沈
む
　
　
　
中
西
智
恵
子

ま
ん
丸
い
月
へ
私
も
徳
を
積
む
　
　
　
小
西
　
雄
々

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
町
俳
句
同
好
会
（
順
不
同
）

大
夕
焼
燃
へ
る
晶
子
の
碑
に
し
ば
し
　
下
村
　
道
也

二
三
匹
蚊
を
引
き
つ
れ
て
夕
仕
事
　
　
足
羽
喜
代
子

限
り
あ
る
命
惜
し
む
や
蝉
時
雨
　
　
　
亀
山
ハ
ナ
子

あ
の
句
見
て
柴
栗
拾
っ
て
来
ま
し
た
と
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
木
　
正
之

川
　
　
柳

短
　
　
歌

俳
　
　
句

た
た
ず

く
り
や

し
り

ま
ど

国保データ
（これは、溝口町国民健康保険に関するデータです。）

被保険者数

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

804人

375人

876人

16人減

　8人増

3人増

増　減

★７月末被保険者の状況

★７月分の一人当たり診療費

世帯数　989世帯
被保険者数　2,055人

一般被保険者

退職被保険者

老人医療受給者

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000（円）

退職被保険者
18％

一般被保険者
39％

老人医療受給者
43％

ハローワーク根雨求人情報［10月分］

10月分の求人情報は、つぎのとおりです。
求人事業所名 所　在　地 職　種 年齢 賃　金 就業時間

ここに掲載された求人情報の問い合わせは次のとおりです。
米子公共職業安定所根雨出張所　　　　住　所　日野町根雨349-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　0859-72-0065
※掲載された時点で、既に求人が取り消しとなっている場合があり
　ますので、ご了承ください。

17,945

53,233

不
問

じ
ん
け
ん
の
詩

人
権
読
本「
人
権
の
詩
Ⅱ
」よ
り

世
界
じ
ゅ
う

同
じ
顔
で

同
じ
性
格

そ
ん
な
人
は

一
人
も

い
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ

一
人
一
人
の

人
権
、

大
切
に

20,299

　

10:00～14:10

8:30～17:00

8:25～17:30

730（時給）

750
〜

医 療 法 人
萌 生 会

18

50
〜

8:30～17:00
10:00～19:00
16:30～ 9:00

8:30～17:30
10:00～19:30
16:30～ 9:30

8:00～17:00
9:00～18:00
8:00～12:00

溝口町長山
152-1

不
問

医 療 法 人
萌 生 会

看護師

溝口町長山
161-1

不
問

不
問

社会福祉法人
萌 生 会

170,000

280,000
〜

135,000

160,000
〜

170,000

280,000
〜

訪問介護員

850

（時給）

129,800

149,600
〜

ホール係
溝口町溝口
162-4

（有）山　久
ハ ン ズ

18

30
〜一般事務員

溝口町三部
566-4

（有）宮崎建設

事務補助
溝口町荘字
清水田55

日本電産（株）
鳥取技術開発センタ

あ
か
し

む

く
げ

　国民年金に加入中、または加入していた人で60歳以上

65歳未満の間、病気やけがで障害の状態になったときに

受けられます。受給資格は下記のとおりです。なお、20

歳になる前に初診日がある場合には、一定の条件を満た

せば20歳から障害基礎年金を受けることができます。

①国民年金加入期間中に初診日のある傷病で障害の状態になり、
　※国民年金に加入していた人の場合、60歳以上65歳未満で日本国内に住んでいる間に初診日があること

②障害認定日に1・2級の障害にある人で、
③初診日の前々月までに保険料を納めた期間、保険料を免除された期間、学生納付特例を受け
　た期間の合計が、被保険者期間の3分の2以上あるか、または直近1年間に保険料の未納が
　ないこと

■障害基礎年金の額は
　障害基礎年金は、障害等級により年金額が違います。年金額は定額です。

　1級の障害…993,100円　2級の障害…794,500円

※等級は、身体障害者手帳の等級とは異なります。

●子の加算額
　生計維持関係にあり、18歳到達の年度末までの子、または20歳未満の障害等級1・2級の
子がある場合には、下表の加算額が受けられます。

加算額

1人目・2人目

各228,600円

3人目以降

各76,200円

※年金額は平成16年度の額
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＝わたしたちの町　（10月1日現在）＝

　人　口　5,252人（前月比－8）
　　男　　2,497人（－3）
　　女　　2,755人（－5）
　世帯数　1,567世帯（－6）
　面　積　100.40㎢

　
台
風
に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
避
難
し
て
い
る
ニ

ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
鳥
取
西
部
地
震
を

思
い
出
し
ま
す
。
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に

よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
や
、

立
て
直
し
な
ど
、
皆
さ
ん
も
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
災
害
が
お
こ
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
心
の
準
備
だ
け
は

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す

フ

遠
藤
奈
穂
美

山
中
　
武
彦
さ
ん

さ
ん
（
富
江
）

（
京
都
市
か
ら
）

佐
々
木
典
子

森
谷
　
征
史
さ
ん

さ
ん
（
大
瀧
か
ら
）

（
江
府
町
）

お
し
あ
わ
せ
に

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

影
山
　
幸
子

船
越

さ
ん
　
87
歳

9
2

森
田
　
　
茂

三
部

さ
ん
　
75
歳

9
2

篠
村
　
満
江

宇
代

さ
ん
　
83
歳

9
8

矢
田
貝
孝
雄

大
江

さ
ん
　
68
歳

9
11

香
田
誠
之
助

根
雨
原

さ
ん
　
79
歳

9
18

林
原
　
中
枝

溝
口

さ
ん
　
96
歳

9
20

小
林
　
　
一

宇
代

さ
ん
　
78
歳

9
21

安
達
か
つ
よ

長
山

さ
ん
　
91
歳

9
29

森
谷
　
富
枝

古
市

さ
ん
　
85
歳

9
29

ミ
ズ
キ

加
藤
　
瑞
姫

父
・
将
人
さ
ん

母
・
房
子
さ
ん

荘

ち
ゃ
ん
　
女

9
2

リ
　
オ

西
村
　
梨
央

父
・
和
成
さ
ん

母
・
千
津
さ
ん

畑
池

ち
ゃ
ん
　
女

9
14

ミ
サ
キ

佐
蔵
　
美
咲

父
・
直
樹
さ
ん

母
・
晴
美
さ
ん

溝
口

ち
ゃ
ん
　
女

9
28

自衛隊生徒募集中
《陸上・海上・航空》

自衛隊生徒とは

◎身分：特別職国家公務員

【応募資格】

【受付期間】

採用試験の概要

　中学校卒業者を対象に、自衛隊のハイテク装備
を扱うエンジニアを養成する制度で中堅自衛官と
しての専門教育を学びながら高等学校の卒業資格
が取得できます。

　鳥取短期大学では、社会人（22歳以上）を

対象に対話方式による選考を行っています。

対話方式とは筆記試験や面接試験とは異なり、

入学希望者と直接対話を重ねていきながら、

大学の教育内容を十分に理解してもらい、大

学側も意欲・適正など多面的に評価した上で

入学を決定していく方式です。社会人が大学

へ入学した場合、2年間ではなく、3年または

4年間かけて、ゆとりをもって学ぶこともでき

ます。

　中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了者
（15歳以上１７歳未満）の男子（平成17年3月中学
校卒業若しくは中等教育学校の前期課程修了見込み
の者を含む）

平成16年11月1日（月）～17年1月11日（火）

【合格発表】平成17年2月22日（火）

自衛隊米子募集事務所
米子市東町327　古矢ビル内2F
TEL.0859-33-2440

【入隊時期】

【お問い合わせ先】

平成17年4月上旬

【試験期間】

【受験料】無　料

１次　平成17年1月15日（土）
２次　平成17年1月28日（金）～31日（月）

詳しくは、
　鳥取短期大学（入試広報課）
　0858-26-9171まで
　　　　　　　　　　お問い合わせください。


